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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　さ
て
、
金
山
町
は
、
大
正
十
四
年
一
月
一
日
に
町
制
を
施
行
し
て
以
来
、
一

度
も
合
併
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
元
旦
を
も
っ
て
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
十
月
五
日
に
記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
開
催
し
、
町
民

こ
ぞ
っ
て
お
祝
い
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
新
た
な
一
〇
〇

年
に
向
け
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
七
月
二
十
五
日
の
豪
雨
災
害
は
、
関
係
者
の
適

切
な
対
応
も
あ
り
、
幸
い
に
し
て
人
的
被
害
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
の
、
金
山

小
学
校
プ
ー
ル
へ
の
土
砂
崩
れ
や
神
室
ス
キ
ー
場
迂
回
コ
ー
ス
の
大
規
模
崩

落
、
農
地
へ
の
甚
大
な
被
害
な
ど
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
、
大
変
な
ご
苦
労
を

さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　昨
年
の
漢
字
は
「
金
」
と
い
う
こ
と
で
、
数
多
く
の
「
金
」
メ
ダ
ル
獲
得
に

沸
い
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
大
リ
ー
グ
大
谷
翔
平
選
手

の
５０
ー
５０
（
フ
ィ
フ
テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
）
達
成
と
３
回
目
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
獲
得
で

値
千
「
金
」
の
活
躍
、
佐
渡
「
金
」
山
の
世
界
遺
産
登
録
と
い
っ
た
「
光
の

金
」
の
一
方
、
闇
バ
イ
ト
に
よ
る
「
金
（
か
ね
）
」
目
当
て
の
強
盗
事
件
の
多

発
や
止
ま
ら
な
い
物
価
高
騰
が
家
計
を
圧
迫
す
る
な
ど
「
影
の
金
」
も
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

　今
年
は
巳
年
で
す
。
巳
年
は
、
成
長
や
変
革
の
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
新
し

い
挑
戦
や
変
化
に
対
し
て
前
向
き
な
姿
勢
を
示
す
年
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
乙
巳
（
き
の
と
み
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
や
準
備
が
実
を
結
び

始
め
、
勢
い
を
増
し
て
い
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
制
施
行
一

〇
〇
周
年
を
迎
え
た
金
山
町
に
ふ
さ
わ
し
い
年
で
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
、
未
来
に
向
け
て
明

る
い
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　令
和
七
年
一
月
吉
日

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

 ｢
町
制
施
行
一
〇
〇
年  

新
た
な
一
歩
へ｣

後列　左から　宮林聡志議員　星川智子議員　中村忠行議員　大場洋介議員　五十嵐優一議員

前列　左から　須藤典夫議員　矢口政一議員　栗田保則議員　沼澤道也議員　寒河江宏一議員

金
山
町
議
会
議
長

　栗
田

　保
則

金
山
町
議
会
議
員
一
同

星
川
智
子
議
員
（
94
号
）

　
森
林
環
境
業
務
委
託
料
1
0
0

万
円
の
使
い
道
と
は
。
ま
た
、
予

算
編
成
の
懇
談
会
で
金
山
町
森
林

組
合
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て
町

の
見
解
は
。

産
業
課
長
　
1
0
0
万
円
は
森
林

経
営
管
理
林
業
振
興
推
進
事
業
の

中
で
、
子
ど
も
向
け
の
副
読
本
や

絵
本
を
制
作
す
る
た
め
の
準
備
作

業
に
あ
て
る
予
算
。
子
ど
も
の
う

ち
か
ら
林
業
に
目
を
向
け
て
も
ら

い
、
今
後
の
林
業
と
担
い
手
確
保

の
た
め
森
林
組
合
か
ら
提
案
さ
れ

た
事
業
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
森

林
組
合
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

中
村
忠
行
議
員
（
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）

　
新
規
開
発
事
業
費
補
助
の
政
策

評
価
は
。
新
商
品
開
発
を
し
た
後
、

販
売
が
軌
道
に
乗
る
よ
う
な
支
援

や
販
売
促
進
費
の
よ
う
な
補
助
も

で
き
な
い
か
。

産
業
課
長
　
平
成
14
年
度
か
ら
補

助
金
交
付
し
て
33
件
の
実
績
が
あ

る
が
、
既
に
事
業
を
や
め
て
い
る

方
も
い
る
。
販
売
促
進
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
制
度
の
中
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
経
費

や
、
商
談
会
の
旅
費
や
参
加
費
も

助
成
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
考
え
ら
れ
る
販
売
手
数
料
な
ど

は
検
討
が
必
要
。

沼
澤
道
也
議
員
（
94
号
）

　
プ
ー
ル
施
設
被
災
の
た
め
の
災

害
復
旧
工
事
請
負
費
4
0
0
万
円

の
工
事
内
容
と
次
年
度
以
降
の
プ

ー
ル
の
予
定
を
伺
う
。

教
学
課
長
　
工
事
は
、
被
災
し
た

プ
ー
ル
フ
ェ
ン
ス
の
復
旧
、
更
衣

室
天
上
窓
の
復
旧
、
プ
ー
ル
浄
化

槽
装
置
の
更
新
、
体
育
館
軒
先
の

補
修
を
行
う
。
復
旧
工
事
を
行
っ

た
あ
と
に
、
プ
ー
ル
と
し
て
機
能

が
継
続
で
き
る
か
診
断
し
、
生
徒

数
な
ど
の
状
況
や
学
校
・
教
育
委

員
会
の
考
え
を
ま
と
め
た
う
え
で

存
続
、
廃
止
、
新
設
な
ど
を
判
断

し
た
い
。

【
議
第
94
号
か
ら
99
号
】

大
場
洋
介
議
員
（
94
号
）

　
例
年
に
な
い
ペ
ー
ス
で
伸
び
て

い
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
の

状
況
を
伺
う
。
ま
た
返
礼
品
で
新

庄
市
と
協
定
を
結
ん
だ
事
に
よ
る

効
果
は
。

総
合
政
策
課
長
　
11
月
末
時
点
で

寄
付
額
は
前
年
度
比
262
％
と
な
り

12
月
中
に
は
２
億
円
を
達
成
で
き

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
返
礼
品
の
昨
年
度
比
は
米
で
241

％
、
薪
で
560
％
、
ホ
テ
ル
シ
ェ
ー

ネ
ス
ハ
イ
ム
宿
泊
利
用
券
で
267
％

と
大
幅
に
伸
び
て
い
る
状
況
。
新

庄
市
と
の
協
定
で
は
24
品
の
共
通

返
礼
品
を
提
供
し
、
寄
付
額
は
新

庄
金
山
合
わ
せ
て
357
万
円
。
特
に

米
返
礼
品
が
好
評
で
あ
る
。

旧荘内銀行金山支店を取得活用へ
～景観上も極めて重要な立地､購入費1650万円～

12月
定例会
　12月定例会が3日から6日まで開催された。補正予算4552万円の他、専決処分等10件の提出議案を審議し
全員賛成で可決した。取得した旧荘内銀行は今後有効活用を図る予定。

「　　　　　　　　」

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

補助金を活用したビーナッツ商品

金山小学校プール被災現場

新庄市との共通返礼品


